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１．概要（Summary）： 
 本課題では，電子線描画により形成した 2 次元金属

ナノ構造を層状に複数重ねあわせ，非対称性を有した

3 次元ナノ構造体の作製を行った。層間のナノ構造体

の相対配置を精緻に制御することにより，立体構造の

非対称性を反映した光学異方性・光学活性等の発現が

期待される。 
２．実験（Experimental）： 
【利用した主な装置】 
・電子ビーム描画装置 
・超高真空スパッタ装置 
・プラズマ CVD 装置 
・走査電子顕微鏡 
【実験方法】 
試料には，光学測定を行うため，透明基板を用いた。

その基板表面にポジ型の電子線レジストを塗布し，ま

ず，1 層目の金属ナノ構造体を電子ビーム描画装置に

より作製した。さらに，SiO2を堆積した後，1 層目と

同様の金属ナノ構造（2 層目）を各ナノ構造間の相対

位置関係を制御して作製することにより，立体的な構

造の作製を行った。 
３．結果と考察（Results and Discussion）： 
 今回作成した非対称な立体構造試料では，左・右円

偏光に対して異なる光学応答が発現することが期待

される。この非対称試料が期待した光学応答を発現す

るかは，伝搬光と近接場光を用いた申請者らの光学活

性測定手法により測定を行った。図１に，伝搬光によ

る光学活性測定の結果の一例を示す。その結果，層間

距離制御することにより，設計した波長での光学活性

の発現を確認することができた。 
 現在は，今回の光学活性測定で得られた知見をさら

に構造作製へフィードバックし，どのような構造がよ

り効率よく光学活性を発現するのか，さらに，どのよ

うな機構により光学活性が発現するのかの解明を進

めている。 
４．その他・特記事項（Others）： 
 今後の試料作製では，形状や異なる配置(3 次元複合

構造を C4 対称性で配置)の調整に加え，基板とスペー

サ部分に，導電性の透明材料（ITO）を利用すること，

及び，複数層積層時に生じる盛り上がり部分を，CMP
などで平坦化することを含めて検討する。また，最上

層の金属構造と内部の金属構造で周囲の屈折率が異

なることから，最上層構造の透明材料で埋め込みなど

も課題として含めたい。 
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図１. 層間距離を制御
することにより，設計
波長の 633nm 近傍に円
二色性(CD)信号のピー
クが観察された 


